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●免責 

 本書に記載された内容は、情報の提供だけを目的としています。したがって本書を用

いた運用は必ずお客様自身の責任と判断により行ってください。これらの情報の運用の

結果についてはエフセキュア株式会社はいかなる責任も負いません。本書の作成にあた

っては細心の注意を払っていますが、記述に誤りや欠落があってもエフセキュア株式会

社はいかなる責任も負わないものとします。 

 本書は 2021年 6月時点の情報を基に記述されており、ご利用時に変更されている場合

もあります。 

また、ソフトウェアに関する記述は、特に断りのない限り 2021 年 06 月現在でのバージ

ョンを元にしています。ソフトウェアはバージョンアップされる場合があり、本書での

説明と機能内容や画面図などが異なってしまうこともあり得ます。 

 以上の注意事項をご承諾頂いた上で、本書をご利用願います。 

 

●商標 

 エフセキュア及び三角マークは、F-Secure Corporationの登録商標です。また、エフセ

キュアの製品名、マーク、ロゴは同社の商標または登録商標です。その他、記載されてい

る、製品名、社名は各社の商標または登録商標です。 
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Windows 版ポリシーマネージャ インストール及びバージョンアップガイド 

 

 

＜インストール及びバージョンアップ時の注意点＞ 

 

① ポリシーマネージャを継続的に使用するためには、弊社ライセンス認証用サーバ（https://corp-

reg.f-secure.com:443）への接続と、エフセキュア製品の有効なライセンスをもっていることがが必

要となります。 

プロキシやファイアウォールによる制限等を実施頂いている場合には、あらかじめ、 

https://corp-reg.f-secure.com:443 への接続を許可頂きますようお願い致します。 

運用上の理由等から、設定が不可の場合は、「ポリシーマネージャ 顧客 ID 登録ガイド」の 

【クローズド環境でご利用頂く場合】をご参照ください。 

 

② Windows 版ポリシーマネージャと弊社製品（クライアントセキュリティ/プレミアム・Windows サー

バセキュリティ/プレミアム）の共存構成の場合の注意事項 

 

2-1） インストール及びバージョンアップ時にはサーバの再起動が求められる場合があります。 

 

2-2） ポリシーマネージャもしくは弊社製品のアップグレードを行う際、アップグレード前に 

fspms.proxy(Ver13.xx/Ver14.xx)設定ファイルに何らかの変更を行なっている場合は、 設定ファ

イルのバックアップ・リストアが必要です。 例えば、ネットワーク接続におけるプロキシによる

制限を実施頂いている場合が該当します。 バージョンアップ前に以下ファイルをバックアップ

頂き、バージョンアップ後に置き換えた上で、 fsaua サービスを再起動してください。      

 

    Windows 版ポリシーマネージャサーバの場合： 

バックアップ/リストア対象ファイル 

fspms.proxy(Ver13.xx/14.xx) 

[インストールディレクトリ]¥Management Server 5¥data¥fspms.proxy 

※バックアップ時には、サービス「F-Secure Automatic Update Agent」の停止/再起動は 

不要です。 

    リストア手順 

1 サービス「F-Secure Automatic Update Agent」を停止してください。 

2 以下ファイルを、バックアップしたファイルと置き換えください。 

fsaua(Ver12.xx) 

[インストールディレクトリ]¥FSAUA¥program¥fsaua.cfg 

fspms.proxy(Ver13.xx/14.xx) 

[インストールディレクトリ]¥Management Server 5¥data¥fspms.proxy  

    3 サービス「F-Secure Automatic Update Agent」を開始してください 

https://corp-reg.f-secure.com/
https://corp-reg.f-secure.com/
https://corp-reg.f-secure.com/


 

 

 

 

 

＜インストール及びバージョンアップ手順＞ 

 

1. お手元にサポート証書をご用意頂き、ポリシーマネージャの最新版を下記より入手してください。 

「https://www.f-secure.com/ja_JP/web/business_jp/downloads」 

 

 

2. バージョンアップの場合は、以下手順にて、ポリシーマネージャのバックアップを取得ください。 

 

ポリシーマネージャサーバのバックアップ 

 1 サービス「F-Secure ポリシー マネージャ サーバ」を停止ください。 

 2 対象のポリシーマネージャサーバから以下のディレクトリのバックアップを取得してください。 

  [インストールディレクトリ]¥Management Server 5¥data¥h2db 

 3 サービス「F-Secure ポリシー マネージャ サーバ」を起動ください。 

 

 

 

ポリシーマネージャサーバの復元 

 1 サービス「F-Secure ポリシー マネージャ サーバ」を停止ください。 

 2 バックアップを取得した h2db フォルダを元の場所にコピーください。 

  [インストールディレクトリ]¥Management Server 5¥data¥h2db 

 3 サービス「F-Secure ポリシー マネージャ サーバ」を起動ください。 

 

 

  



 

 

3. ダウンロードしたファイルをクリックすると、セットアップウィザードが起動します。 

インストール言語(L):」が「日本語」になっていることを確認し、「次へ(N) >」を押下します。 

（*ここでは例としてポリシーマネージャ バージョン 15.20 を使用しております。） 

 

 

 

 

4. 使用許諾契約が表示されますので、内容を確認し、「同意する(A)」を選択し、「次へ(N) >」を押下し

ます。 

 

 

 

 



 

 

 

5. インストールコンポーネントを選択する画面が表示されますので、「ポリシーマネージャコンソール

15.20」と「ポリシーマネージャサーバ 15.20」のチェックを確認し、「次へ(N) >」を押下します。 

            

 

 

 

6. (バージョンアップの場合)「既存の設定を確認する」画面が表示されます。 

「既存の設定を保存する(K)」を選択し、「次へ(N) >」を押下します。 

       

 

 

 



 

 

7. (バージョンアップの場合)インストールを開始する画面が表示されます。 

「開始(S) >」を押下します。 

        

 

 

 

8. (バージョンアップの場合)Database Maintenance 画面が表示されます。 

「Start Maintencne」を押下します。 

        

 

 



 

 

9. (バージョンアップの場合)「Close」を押下します。 

       

 

10. (バージョンアップの場合)バージョンアップインストールの完了画面が表示されます。 

「完了(F)」を押下します。バージョンアップインストールの場合はこれで作業完了です。 

 

   

 

 

 



 

 

11. インストールフォルダを選択して、「次へ(N) >」を押下します。 

 

 

12. 管理者のパスワードを入力して、「次へ(N) >」を押下します。 

 

 

 

13. 必要であれば各ポートを変更して、「次へ(N) >」を押下します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. インストールされる製品が表示されますので、コンポーネントを確認後、「開始(S)」を押下しま

す。 

 

 

 



 

 

 

15. インストールが開始されますので、完了までしばらく待ちます。 

 

 

16. インストール完了後、「次へ(N) >」を押下します。  

    



 

 

  



 

 

17. インストールが完了すると、完了画面が表示されます。「完了(F)」を押下します。 

          

 

18. ポリシーマネージャコンソールを起動します。 

インストールウィザード内で設定したパスワードを入力しログインを行ってください。 

「User name」は”admin”が既定で設定されています。 

         

 

19. 初回はサーバ証明書確認画面が表示されます。「Continue」を押下します。 

         

 

20. 登録画面については後述の顧客 ID 登録ガイドをご参照ください。 

         



 

 

ポリシーマネージャー 顧客 ID 登録ガイド 

 

 

 ポリシーマネージャーでは、ご利用にあたり顧客 ID の登録が必須となります。顧客 ID は、ご購入後

にメールにて送付されてくるライセンス証書に「顧客番号」として記載してあるものです。 

 

 

 

ポリシーマネージャーコンソールへの初回ログイン時に、顧客 ID の登録が求められます。顧客 ID を

登録すると、ポリシーマネージャーはライセンス認証用サーバ（https://corp-reg.f-secure.com:443）と通

信を行い、お客様のライセンス情報の確認を行います。有効なライセンスが確認できない場合、ポリシー

マネージャーコンソールへのログインができなくなります。 

 

• 顧客 ID を登録しない場合は、30 日間の評価版として、ご利用頂く事となります。 

評価版の動作については、正式版と相違はありません。 

• ライセンスが更新されず有効期限が切れた場合、コンソールログイン時に、顧客 ID の入力が求

められます。その後、さらに 30 日間は評価モードでのログインが可能ですが、30 日の評価モー

ドが終了すると、ポリシーマネージャーコンソールへのログインができなくなります。 

• ポリシーマネージャーコンソールへのログインができなくなった場合、弊社営業までご連絡頂き、

ライセンスを更新させて頂く事で、復旧致します。復旧には、24 時間程度の時間が必要となる為、

あらかじめご留意頂きますようお願い致します。 

 

 

https://corp-reg.f-secure.com/


 

 

<初回起動時の顧客 ID 登録方法> 

 

1. まず、お手元にライセンス証書をご用意ください。 

ライセンス証書を紛失された場合等については、お手数ながら、購入元（販売代理店/営業担当）に

再発行をご依頼ください。 

 

2. ポリシーマネージャーコンソールを立ち上げると製品のスプラッシュの表示後に、下記登録画面が

表示されます。顧客 ID を入力ください。（顧客 ID が不明な場合は後で登録することも可能です） 

 

 

3. 下記ログイン画面が表示されますので、インストール時に登録したパスワードを入力すると管理コ

ンソールを操作することができます。User name」は”admin”が既定で設定されています。 

 

  



 

 

 

4. 手動で顧客 ID を登録する場合（1.で登録する前に「製品を評価する」を選択した場合等）は、管理

コンソールのメニュー>ヘルプ>登録を選択すると、登録画面が表示され、登録することが可能で

す。  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【クローズド環境でご利用頂く場合】 

顧客 ID の登録には、弊社ライセンス認証用サーバ（https://corp-reg.f-secure.com:443）へのアクセス

が必要となります、クローズド環境、もしくは、アクセス制限等の都合により、ライセンス認証用サーバ

へアクセスできない環境にて、ポリシーマネージャーをご利用頂く際は、弊社にて別途、ライセンス情報

ファイル（トークン）をご提供させて頂きます。 

ご希望の際は、ライセンス証書をお手元にご用意頂き、文末のテンプレートに必要事項を記載の上、弊

社サポート窓口までご依頼ください。なお、ライセンス証書の紛失等により、必要な情報が不明な場合

は、お手数ながら、ご購入元まで、ライセンス証書の再発行をご依頼頂きますようお願い致します。 

 

 ライセンス情報ファイル（トークン）を特定のフォルダに格納いただく事で、ポリシーマネージャーコ

ンソールへ継続的にログインすることができるようになります。 

 

 ライセンス情報ファイル（トークン）格納先 

  Windows 版：＜製品インストールディレクトリ＞¥Management Server 5¥data 

  Linux 版：/var/opt/f-secure/fspms/data 

 

 なお、同ライセンス情報ファイル（トークン）については、ライセンスの更新の際に、都度発行させて

頂く必要がありますので、あらかじめご留意頂きますようお願い申しあげます。 

 

 

  

https://corp-reg.f-secure.com/


 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜ポリシーマネージャー用ライセンス情報ファイル（トークン）取得申請＞ 

A. お客様情報 

a1) お名前 姓: 

           名: 

           ローマ字姓: 

    ローマ字名: 

a2) 会社名: 

a3) 電話番号: 

a4) メールアドレス: 

 

B.ライセンス証書情報 (お手元のライセンス証書の情報となります） 

b1) 顧客番号: 

b2) ライセンスシリアル番号: 

b3) ライセンス有効期限 

 

C.ポリシーマネージャのインストール ID 

   :  

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

注意） 

1. ライセンス証書の情報を正しく記載してください 

2. インストール ID は以下の手順で確認できます。 

 

・ポリシーマネージャーのインストール ID 

 ※評価モードにて、ポリシーマネージャーコンソールにログイン頂き、メニュー>ヘルプ>登録 

   を参照頂くと、確認できます。 

 

以上



 

 

JAR ファイルからの MSI パッケージ作成ガイド 

 

本章では、Windows 版ポリシーマネージャコンソールにて、MSI インストールパッケージを作成する手

順を記載します。 

※Linux 版のポリシーマネージャコンソールでは MSI パッケージは作成できません。次章を参照してく

ださい。 

 

1. 弊社ホームページ（http://www2.f-secure.co.jp/download/）から、ダウンロードしたクライアント

セキュリティの JAR ファイルを用意し、「インストール」タブを選択します。 

 

 

  



 

 

2. インストールパッケージが表示されます。「インポート」押下します。 

  

 

3. インストールパッケージのインポート画面が表示されますので、1 で用意したクライアントセキュ

リティの JAR ファイルを選択し、「インポート」ボタンを押下します。 

  

  



 

 

 

4. クライアントセキュリティ JAR ファイルが一覧に追加されたことを確認し、「エクスポート」ボタ

ンを押します。 

 

 

5. 「Windows インストール パッケージ」を選択し、保存先、ファイル名を入力し、「エクスポー

ト」を押します。 

       

 

 

 



 

 

 

6. 「リモートインストールウィザード」が開始されますので、「次へ」を押押下します。 

  

 

 

7. ライセンスキーコード入力が表示されます。ライセンスキーコードを入力し、「次へ」を押下しま

す。 

        

 

 



 

 

 

8. 「製品選択画面」が表示されます。インストール製品バージョンを選択し、「次へ」を押下しま

す。 

 

 

 

 

 

9. インストールする機能にチェックを入れ、「次へ」を押下します。 

     

 



 

 

 

 

10. 言語を選択し、「次へ」を押下します。 

     

 

 

 

 

11. 初期ポリシー選択画面が表示されます。そのまま「次へ」を押下します。 

※インストーラにカスタムしたポリシーをもたせたい場合、「ポリシーの対象」から、対象ポリシ

ーを持ったドメインツリーを選択してください。 



 

 

     

12. ポリシーマネージャサーバのアドレスを入力し、「次へ」を押下します。 

     

 

 

 

 

13. 「ホストのカスタム プロパティ」は変更せず、「次へ」を押下します。 



 

 

     

 

 

 

14. 競合合製品の処理画面が表示されます。処理を選択して「完了」を押下します。 

        

 

 

 

 

 

 



 

 

 

15. 再起動オプション画面が表示されます。処理を選択し、「完了」を押下します。 

            

 

 

16. エクスポート完了画面が表示されます。以上となります。 

 

。 

 

 

 

 

 

 

以上 

 



 

 

 

JARファイルによるローカルインストールガイド 

 

 

本章では、カスタマイズされた JAR ファイルを使用して、クライアントセキュリティをインストールす

る手順を記載します。 

※Windows 版のポリシーマネージャコンソールを利用する場合、前章を参照してください。 

 

1. 前章を参照し、JAR ファイルをインポートします。 

 

2. インストール対象のクライアントセキュリティを選択して、「エクスポート」ボタンを押します。 

 



 

 

3. 「F-Secure インストール パッケージ」を選択し、保存先、ファイル名を入力し、「エクスポー

ト」を押します。 

 

 

4. 以降、前章と同様にリモートインストールウィザードを実行しファイルのエクスポートをします。  

  



 

 

引き続き、作成した JAR ファイルを使用したインストールに進みます。 

 

 JAR パッケージによる製品のインストールはクライアント側で操作を行います。通常はポリシーマネ

ージャコンソールで作成した JAR パッケージとポリシーマネージャコンソール機のディレクトリにある

Ilaunchr をインストールするマシンや同じ LAN 上にあるファイルサーバー、CD-R 等にコピーします。  

（JAR パッケージは 40MB 以上のファイルサイズがありますのでネットワーク越しの作業はトラフィ

ックを考慮する必要があります。） 

 

Ilaunchr.exeはJARパッケージを展開するための実行ファイルです。  

通常はPMCをインストールしたPCの以下のディレクトリに保存されています。  

C:¥Program Files¥F-Secure¥Administrator¥bin 

 

JARパッケージとIlaunchrを利用してクライアントセキュリティをインストールする場合、以下のよう

な方法でインストールできます。  

 

・「ファイル名を指定して実行」からインストールする  

・BATファイルを作成しBATファイルを実行してインストールする  

 

ファイル名を指定して実行からインストールする場合は以下の操作を行います。  

 

① 「スタート」→「ファイル名を指定して実行」をクリックします。  

② 「名前」テキストボックスに Ilaunchr と JAR パッケージをフルパスで指定します。  

③  強制インストールのオプション「/F」を付けます。 

④ 「OK」ボタンをクリックします。  

 

 

 

エンドユーザー側で「ファイル名を指定して実行」のオペレーションをしてもらうのが難しい場合はBAT

ファイルを作成しそのBATファイルを実行することで製品をインストールすることが可能です。  

もっとも単純なBATファイルの作成例を以下に記述します。  

（JARパッケージのファイル名はav4wks_7.10-150-signed.jarとしています。）  

  



 

 

 

------------------------------------------------- 

@echo off  

:start  

start ilaunchr.exe av4wks_7.10-150-signed.jar  /F 

:end  

Exit 

------------------------------------------------------------------------ 

このコマンドをテキストなどにコピーし、install.batなどの名前で保存し、Ilaunchr、JARパッケージと

同じディレクトリにコピーしてください。  

 

エンドユーザ側でバッチを実行するとインストールが開始されます。 

 

※ Ilaunchrを実行した際のエラーコードをハンドリングする必要がある場合は 

 下記エラーコード一覧を参照してください。 

・エラーコード一覧 

0 インストールは正常に完了しました。 

1 FSMA はすでにインストールされています。 

2 ユーザーに管理者権限がありません。 

3 JAR が見つかりません。 

4 JAR が壊れています。 

6 インストール パッケージの解凍中にエラーが発生しました。 

7 インストール先ディスクに十分な空き容量がありません。 

8 package.ini が JAR ファイルの中にありません。 

9 ファイル package.ini に作業手順がありません。 

10 コマンド ラインまたは ini ファイルに不正なパラメータがあります。 

11 新しい作業プロセスの初期化中にエラーが発生しました。 

12 セットアップ用インストール手順の作成中にエラーが発生しました。 

13 一時ディレクトリを作成できませんでした。 

14 未知のエラーです。 

100 サイレント モードでインストールするのに必要なデータが不足しています。 

無効な JAR ファイルです。 

101 更新は無効になっています ( セットアップはインストールを更新しようとしました)。 

102 product.ini ファイルを読み取れませんでした。 

103 prodsett.ini で無効なデータが検出されました。) 

104 管理エージェントによりインストールがキャンセルされたか、 

競合するソフトウェアが検出されました。インストールは中止されました。 

105 入力した CD キーが間違っているか、CD キーが入力されていません。 



 

 

インストールは中止されました。 

110 ディスクの空き容量が不足しています。 

111 インストール先ドライブはローカル ドライブではありません。 

120 マシンに対する管理者権限を持っていません。 

130 解凍したファイルをインストール先ディレクトリにコピーできませんでした。 

131 アンインストール プラグインを製品のインストール先ディレクトリに 

コピーできませんでした。 

132 product.ini ファイルを一時ディレクトリにコピーできませんでした。 

133 製品ファイルのインストール先ディレクトリへのコピー中にエラーが発生しました。 

134 prodsett.ini をコピーできません。 

140 新しいバージョンのスイートが検出されました。 

150 製品のプラグイン dll をロードできませんでした。 

151 インストール サポート dll をロードできませんでした。 

152 ラッパー dll をロードできませんでした。 

160 キャビネット ファイルを初期化できませんでした。 

170 管理エージェントのセットアップ プラグインがエラーを返しました。 

171 プラグインが予期しないコードを返しました。 

172 プラグインがラッパー コードを返しました。 

173 以前に開始したインストール/ アンインストール操作が完了していません。 

完了させるには、コンピュータを再起動する必要があります。 

174 該当のマシンを再起動して、完了していなかったインストール/ アンインストール 

操作が完了しました。インストールを再実行してください。 

200 一部失敗しました。一部の製品のインストールが失敗しました。 

 

 

以上

 


